
ま え が き

今回、第1版を出版してから6年が経過し、その間には平成29年（2017）告
示の学習指導要領も年次（2018～ 2022）をおって全面実施へと進行した。
また教員養成課程を受講する学生諸君にとっては、最近驚きのニュースが飛び
込んできた。その一つが、教員免許更新制の廃止の決定である。教育公務員特例
法と教育職員免許法の一部改正の法律案が、2022年5月に成立した。これによっ
て現行の教員免許更新制は解消されることになった。
二つ目は文部科学省が能力ある教員の確保のため、教員採用試験の早期化につ
いて都道府県教育委員会などと検討する協議会を新設するということである。そ
の詳細は、現在の教員採用試験は7・8月に多いが、6月に内々定を出す民間企
業に流れる教員希望者もおり、文科省は採用試験の前倒しを、2024年度に行う
採用試験から新日程の導入を目指している。
しかし、上記の施策が2024年度から施行されることになれば、教育実習や受
験勉強の前倒し等が生じてくることになるだろう。
そこで、新たな法規や政策等が相次いで提出されている状況もあり、執筆者一
同の協力を得て、改訂版を作成・出版することとした。
さて「教育」を『広辞苑』で引いてみると、“人間に他から意図をもって働きか

け、望ましい姿に変化させ、価値を実現させる活動”と記されている。それだけで
は、分かりづらい。次に『大辞泉』を引いてみると、“ある人間を望ましい姿に変
化させるために、心身両面にわたって、意図的、計画的に働きかけること。知識の
啓発、技能の教授、人間関係の慣用などを図り、その人の持つ能力を伸ばそうと試
みること”とある。そして二つ目の意味として、“学校教育によって身に付けた成
果”というのがあり、教育の類義語として訓育･薫育・教化・教授などが挙げられ
ている。この内容ならば、少しは「教育」について理解することができた。
そこで、さしあたり「教育」とは、辞書的な意味では“第三者が、ある人物に

対して知識や技能を授け、人間としてあるべき姿へ形成していこうとする一連の
活動”と解釈することができる。教員という職業は、まさに園児・児童・生徒・
学生に前述の行為をつかさどる職業であり、最も人間的な職業の一つである。
しかし、教育現場に目を向けてみると相も変わらず不登校・いじめやいじめを
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苦にしての自殺・保護者による虐待などに関する問題が生起している。一方、保
護者や地域の人々は、教員への期待や要求を多様化・複雑化させるために、教員
は様々な困難な場面に直面している。最近では、教育現場をブラック産業とも揶
揄しているマスコミもある。
各大学において「教職課程」を担当する教員は、激動する社会や急変する教育
界の中で、次世代の社会を担い、自立して問題解決能力を持つ子どもを育成する
ことのできる資質・能力を培い、地球的視野から持続可能な社会の発展と構築へ
貢献する保育者・教育者・指導者の養成を日々めざさねばならない。
そこで、本書の執筆者一同は、幼稚園・小学校・中学校・高校の教諭から管理
職（教頭・園長・校長）まで勤め、教育行政でも学校指導課や教育研究所の指導
主事等を経験してきており、執筆者の大半が教職系大学院で修士号を取得し、実
践と理論の往還を経験した実務家教員で書かれでき上がったものである。それだ
けに、編著者としては、説得力のある内容に仕上がっていると自負している。
本書は、特に次の点に配慮した。教職をめざす学生が最初に学ぶ教職科目が

『教職入門』や『教職論』であるので、各章のはじめには要約を、各章末には学
習課題や参考文献を付記した。また、評判の良かった“ミニ教育用語辞典”を今
回も採用することにした。各章単元の最後に、教員採用試験に頻繁に出題される
教育用語を新たに選択して、各章末に付記した。
本書の内容は、できる限り平易な文言で具体的に執筆することを、各執筆者の
先生方には編著者の方からお願いをしたところでもある。
執筆者の先生方もそれぞれの大学で重責を担っておられる方々ばかりなので、
執筆及び校正段階で時間がなく至らぬ点が多々あると思うのだが、それは、編著
者へご叱声とご教示をお願いする次第である。
最後になりましたが、（株）大学教育出版編集部の方々をはじめ代表取締社長
佐藤守氏には「教職入門」に関する書の改訂版を執筆させていただき感謝あるの
みである。
また本書は、各執筆者の先生方のご協力がなければ、刊行に至ることは非常に
難しかったと思います。この場を借りて感謝の意をお伝えしたい。

令和4年 12月吉日
書斉にて　

中田正浩　
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